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(4) 現実の視条件の 閥条件に対する比により見やすさレベルを定義し これと主観的な見やすさと
の対応、を被験者実験により確認し これを決定している。
(5) 上記の方法を簡易化した照明現場での見やすさの評価方法の提案をも行なっている。
以上の明視照明設計法は，反射特性の導入，ならびに視対象物の大きさの要因をも条件に加えるこ
とにより，視覚に基づく照明設計法を著しく前進させたものであり，視環境工学の発展に寄与すると
ころが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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